
日本国有鉄道新幹線用の試作中が昨年3月

の速度試験において256km/hの言J錬をたて,

その性能の優秀性を､祖三し,さらに憤在な設

計打ち合わせによって実際に使用される量産

車の計画が決定され,目下その製作にはいり

近く完成の予定になっている｡
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そのほか日本国有鉄道用として,東北常磐 し
線用の標準形式になるED75形交流電気機関

車の完成,東北線のこう醗区間向けに電動機

容量の増大された453系交直流電申の新製,

さらにDD51形2,000馬力ディーゼル液体式

機関車の量産車用試作中の完成に引きつづき

その量産が行なわれておるなど鉄道申両のま
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すます活発な発展が続いている｡ 第1図 インド国鉄納25kV2,400kW交流電気機関車

昨年犬山に誕生した日立-アルウニーグ･モノレールに引きつづき

東京の読売遊園地用のモノレールが;岩成し,また世界最初の本格的

交通検閲として注目されている羽田一府京都心問を結ぶモノレール

も着々完成に近づいている｡

都l†i交通の主流になるべき地下鉄も塊京をはじめ大阪,名古提も

それぞれぼう大な延長計画が着々実施に移されつつあり,既設の郊

外電車の地下乗F)入れも東京地区においてほ都電,東武の一部が常

業を開始したが,それら車両に口立の技術が関与できたことほたい

へんよろこばしいことである｡

一方輸出面においても順調な伸びが見られたことは,さらに将来

の飛躍を約束するものとして希望に満ちた年であった｡すなわちか

ねて一昨年から納入を続けていたエジプト向けのディーゼル励中

350両が完納を見たこと,さらにこれに引き続き100向の通勤用デ

ィーゼル動車の受注を得てすでに30両納入し,残り70両は目‾F聾豊

作中である｡またアルゼンチン向けの一等客車200両も今年初めに

完納されいずれも好調に運転されている｡

イソド国鉄からはカルカッタ地区の交流電化用電気機関車を炊洲

連合と競合の人,日本連合として口立代表のもとに東芝,三菱の3

祉で45両の受注に成功したことは,口本の中潮技術の優位を襲付

けしたものとLて特筆に伯する｡さらにロー‡カミ受注した同カノしカッ

タ地区用の交流電巾のプロトタイプとして2編成の電気品!-そのほか

をインドに送付し,日立の指導のもとにインド国鉄直営の工場で完

成車とし長期走行試験においても優秀な成績を納めている｡

アフリカのスーダン国鉄向け1,500馬力ディーゼル電気機関車2

両は現地の砂漠地帯の過酷な使用条件に適するよう細心の考慮が払

われ,また軸竜を2段に調節可能な設計を採用するなど多くの新機

軸をもった機関車でアフリカ地区の輸送ヒに新威力となることを期

待している｡

15.1電気検閲車

インド国鉄が発注した45両の貨物用交流電気榛関申を日立製作所

を中心とする日本連合が受注した｡日立製作所はそのうち試作中2

両を完成し引き続き量産車16両を納入することになっており,大量

輸出として注目されている｡

ここに計両された機関車は発電制動付で連続定格2,400kWの出

力をもち4軸85.2tに収める必要があり,各所に軽量化構造を取り

入れている｡すなわち日立ED921形およびEF80形において好成

｢ト1,676

績をあげた1台車1電動機式の採札 シリコン整流乱軽量変圧

器,強制冷却式発電制動祇抗詣など,小形秤量化に多大の努力が払

われている｡なかでも1,200kW主電動機は申両用としては所期的

なものである｡

一プ洞内では口本田有鉄道東+ヒ線および前磐線に投人されるED

75形交流機関車の1試作中1和が納人された｡EI)75形ほ今後約250

両程度投入が予定されている標準形交流枚関申でこれまで製作され

た各種交流機関車の技術を集大成したものといえる｡この機関車で

ほ従来の高圧タップ切換方式に代わって磁気増幅掛こよる低圧無電

弧タップ切換方式が採用され,シリコン整流器式交流棟関申の粘着

特性の向上を因っておりその成果が期待されている｡

中形直流機関申として秩父鉄道株式会社に50t直流機関車3両を

納入した｡この検閲中は起動時粘着係数27%を得る必要があり,

新方式のL形軸染式台申,電気的軸重補償装置および多段制御を採

用したものであるが,納入後現地での4.55搾βこう配における1,000t

の引出試験で所‡別の引出性能を発揮し,而流高粘着機関申として注

臼を桁びた｡

常磐線はすでに平まで電気運転が行なわれており50両のEF80

形交直両用電気機関車が投入されているが,H正製rF所は20両の

客貨両川に引き続き,壬等物中川20両を納入した｡貨物用は谷田用か

ら列申暖房用電動発電機およびその関連制御電気弧一岸.を取り去り,

これに伴い機詩語配Fぎモを一部変吏したものである｡

15･1･lインド国鉄納25kV,2′400kW交流電気機関車

インド国鉄の輸送力増強のため投入される85.2t,B-B軸配繹の

貨物用交流機関車で,連続定格出力2,400kW,連続定格引張力

22,600kgの性能を有する画期的なもので,その特長ほ次のとおり

である｡

(1)1台車1電動機式を採用し重量軽減,粘着性能の向上を図

った｡その結果4軸85.2tの軽量高性能機関車となってい
る｡

(2)主電動機は8梅,補償巻線付,連続定格出力1,200kWの

脈流電動機2f‡で,申両用電動機としてほ記録一-■‖1,である｡

(3)シリコン整流器ほ単相ブリッジ結線2,550kWと雨期的容

量を有している｡

(4)速度制御ほ高圧タップ切換器によっており,これは小形軽

量化された主変圧器に組み合わせて使用されている｡

(5)10搾¢下りこう配で列串速度を40km/hに抑達するため,

hl13→
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第2図 ED75形電気機関車鋼体

強制通風により小形軽量化された発電制動用抵抗器が装備

されている｡

15.1.2 ED75形交流電気横間車

東北本線仙台以北の電化用とLて計画されたもので,10野¢のこう

配で1,200tの列車をけん引して起動し得る機能をもつ客貸両用機

関車であり,仙山線の交流電化以来集積されてきた各種交流機関車

の製作および運転実績を偉大成した今後の標準形式とみなされるも

のである｡

本電気機関車の特長とする電父品は,主回路用磁気増幅器,無電

孤低圧タップ切換器およびタップ切換器用無接点式制御装置で,主

回路磁気増幅器を制御することによりバーニア制御および無電弧タ

ップ切り換えを行なうものである｡この機関車では低圧タップ切換

方式を採用しているがこれは主変圧器の電圧変動率を少なくし,バ

ーニア制御とあいまって粘着性能の向上を図ったものである｡また

無電孤タップ切換方式を採用し,タップ切換器にて大電流を遮断す

る個所をなくし,保守点検容易としかつ構造の簡単化を図ったもの

である｡タップ切換無接点式制御装置は従来の有接点継電器の代わ

りに速応性磁気増幅器を諭至旦回路素子として用い組み立てたもの

で,磁気増幅器式ノッチ追従装荷および操作電動機l可路とともに回

路の無電弓瓜,無接点化を図ったものである｡

主電動枚は標準設計のMT52形式であり,台車は引張棒により

軸車移動防止をはかる構造である∩ また車体は側構強度計算方式を

とり,従来の台枠中梁をやめて部材配置を合理化し軽量化をはかっ

ている｡なお各補機は50,60c/sl■榔召として標準化を因っているこ

とが江目される〔本機関車は2両の試作に引き続き,標準形式とし

て量産にはいるが,なお今後各部にわたって新技術を導入する準備

研究も行なわれつつある｡

15.1.3 秩父鉄道納200形高粘着直流機関車

秩父鉄道の石灰石運搬用に増強された50t直流電気機関車3両

は,同線区中の最急こう配4.55野βにて1,000tけん引を達成する必

要があり,起動時における粘着係数は27%という高粘着性能を要

求されているため,既納車に比し主電動機容量を増大し230kWx4

にするとともに,台車構造による棟械的軸重神佑を行なった｡電気

的には制御ノッチ段数を31ノッチに増加するとともに台車間の軸

重移動防止を因って補償回路を設け,また台車内の静的軸覇移動を

最小限に押えるためL形軸梁式台車を採用し,期待どおりのけん引

能力を発揮することができた｡実測結果によれば,電気的補償を用

いないでも,レール乾燥状態で32.8%,十分に撒砂した状態では39･2

%の最大粘着係数を示している｡

これらの性能向上とともに,各部構造ほ極力簡素化,取り扱いお

第3図 秩父鉄道納50t直流電気検閲車

第4図 台車試験機で試験中のL形軸梁式台率

第5国 EF80形2軸歯車連結駅動装置

よび保守点検の容易化を図っていろ｡

15.1.4 2軸歯車連結駆動台車

常磐線用EF80形交直両用電気機関車ほ,1台串1電動楼式を採

用しているが,駆動装置はゴム接手を使用したクイル式2軸歯車連

結方式である｡すなわち,650kWの主電動機を台車中央に配置し,

回転力は主電動機に取り付けられた小歯車から前後2個の中間歯車

を介して大歯車に伝わり,さらに中空軸を介して輪軸を回転させる｡

主電動枚はボギーわくに取り付けられており,軸バネの上下動は

大歯車と輪軸との問に設けてあるゴム接手および中空軸によって吸

収する構造となっている｡歯車箱と大歯車とのシール部には直径

620mmの割り形オイルシールを用いておる｡なお,本台串を装備

したEF80形電気機関車は目下50両稼動中であるが,引き続いて

インド国鉄納貨物用交流電気枚閃串も同種設計が採用されておF),

目下製作中である｡

15.2 ディーゼル磯閑車

38年度には,スーダン国鉄納1,500PS電気式ディーゼル検閲串
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第6図 ス〉ダン円鉄納V6V22/30mAuL形ディーゼル機関

向 115

2山,日本国有鉄追納DF50形電気式ディーゼル機関車2両DD51

形液体式ディーゼル機関車の量産試作車が完成納入され,引き続い

て量産車の製作が行なわれた｡

スーダンほ,大部分が砂漠地帯できわめて暑く,今回の機関車製

作にあたっては,事前に現地調査を十分に行なって,現地の気候･

風土･線路条件などを慎重に考慮のうえ設計された｡本機関車は,

軸重を2段階に調節することが可能であり,許容軸重が大きく,貨

物輸送の需要が多い本線では,軸重を増して2垂連で使用し,こう

配線上で大荷重をけん引できるようにし,許容軸重の小さい支線区

では,軸電を軽減して単機で経済的に運用できるようにした汎用機

関車である｡現在発展途上にあるスーダンの輸送力増強に大きな役

割を果たすものとして,引き続き大量受注が期待されている｡

DF50形電気式ディーゼル機関卓は,38年度には車内警報装置を

取り付けて納入され,既納車は合計34両となり,日本国有鉄道非電

化区間において活躍中である｡

国産最大の液体式ディーゼル機関車DD51の2号串は,1号卓の

経験に基づき,量産車の原形とするため,液体変速機をはじめとし

て細部にわたるまで徹底的に改良を加えたもので,特に引き出し特

性の向上に留意した｡この結果本線において行なわれたこう配引き

出し試験においては優秀な引き出し特性を示し,DD51形の量産開

始を決定的なものとした｡引き続いて生産される量産車では,中間

台車に空気バネを使用し,空気バネの圧力を変えることによって動

軸軸重を調節し,引き出し時の粘着重量の増大および支線区使用時

の軸垂軽減を行なうほか,さらに多くの改良が行なわれている｡

15.2.1スーダン納1.500PS電気式ディーゼル検閲車

スーダンの首都Kbartoumと紅海に面する港PortSudanの間に

は,長いこう配区間があf),しかも周田は砂漠地帯であること,お

よびスーダン国鉄の仕様により,本棟閑車ほ一般のディーゼル機関

車と異なり,下記のような特長を右している｡

(1)機関は,HITACHトM.A.N V6V22/30mAuLで,標準

状態における出力は1,500PSであるが,現地条件により,

1,240PSに出力を卜げて使用し,吸気は2垂ろ過装置によ

り,じんあいを除去している｡

(2)機械室は加圧して,機械室内の気圧を外気より高くして,

機械室内iこじんあいが侵入するのを防ぎ,楼器を保護して

いる｡

(3)大容量の発電制動装置を石▲し,こう配線上での運転を容易

ならしめている｡またブレーキほ兵空ブレーキ装置であ

る｡

(4)軸東移動を少なくして引き出し特性を向上するとともに,

スリップに対して十分の保護を考慮してある｡

(5)本線と支線で軸重を変更して使用するようにした汎用機閑

卓である｡

第7図 アマールカンタック火力発電所納

HR-54C形ディーゼル機関車

(6)ウッドワードガバナーを採用した電気式制御方式であるこ

と,ほとんど全機関出力を吸収し得る本格的大容量の発電

制動付である点で,国産ディーゼル電気機関車としては前

例のないもので,各方面から汁目されている｡40kW補助

発電機用自動電圧調整器としては,新設計のトランジスタ

式のものを採用した｡

(7)現地条件を考慮し,制御器の接触部にはいずれも銀接触を

採用し防じんカバー付とした｡

15.2.2 弟2次DD51形液体式ディーゼル検閲車

DD51形液体式ディーゼル機関車は,中央運転室ボンネット形の

幹線用大出力液体式ディーゼル機関車で,2号串の仕様は1号車と

はぼ同様であるが,DML61S形ディーゼル機関2台を積載し,公

称出力は2,000PSで,液体変速機はDW2形を改良したDW2A

形となり,最大動輪周出力は1,400PSとなったほか,性能向上のた

め下記改良が行なわれた｡

(1)引き出し特性向上のため,主幹制御器のノッチ数を7ノッ

チから14ノッチに増加し,またⅠ端側とⅡ端側の機関出

力を等しくするよう調節した｡さらに砂撒装置の改良も行

なった｡

(2)従来前例のないトランジスタ式液体変速機速比検出装置を

開発し,1号機,2号磯にて稼動中である｡また,2号焼

からはS形車内警報装置が追設された｡38年度製作辛から

は,軸重調整装置,循環･保温ポンプ関係の制御がそれぞ

れ追加および変更された｡

本機関車完成後,引き出し時のけん引力測定およぴこう配線上で

の引き出し試験を行なったところ,要求仕様の10矩〃こう配線上にお

ける荷重1,000tの引き出しの場合,さらに余裕のある結果を示し

十分所期の性能を有することが確認された｡

なお2号車以降車体は敗色と朱色の2色に塗り分けられ,非常に

明るい感じになっており,現在東北本線において活躍【いである｡

15.2.3 輸出向け液体式ディーゼル機関車

インドの火力発電所,製鉄所などに,各種のロッド駆動式機関車が

あいついで納入された｡これにより大形ロッド駆動式ディーゼル機

関車の地盤がきずかれたとともに同機種の受注態勢が確立された｡

マダヤプラデシ州電気局アマールカソクック火力発電所に納入さ

れた500PS,54tロッド駆励式C軸配置の校閲串は,軸垂におい

て,今までの製作経験のなかでは最大のものである｡放熱装置ほ二

面吸込上方排出式で,フ7ンはワックス式温度スイッチにより制御

される流体接手駆動方式を採用し動力の経済的利用を図っている｡

運転台はハンドホイールを用いた中央運転台式で,運転操作は運転

室の両側から可能である｡

同じく,マダヤプラデシ州ヒンダスタン製鉄所(BILAISTEEL
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第8図 インドネロール火力発電所納

HRA--16B形ディーゼル機関弔

PROJECT)向け45t機l軌巨は中体隅造,-仁愛機器配f琵が54tのも

のと同様である.｢標準=ノ+550PS,月且他出ノブ467PSのHITACHト

M.A.N L6VllュA機関を積載しておi),何機関としてほマラヤに

次ぐ輸出である｡放熱装F軌よオイルモータによるフアン駆動力式を

採用し機関冷却水のt√‾l動弘も度制御とフアンナ門資馬力の節約を図って

いる｡

ウクールプラデシ州電㌔い.J)ハルド7ガンジ火ノJ発電所納35t機関

車ほ検閲出力350PSのHITACHトM.A.NIノ6V oA形であるほ

かは45t機関車と同一構造であるっ

アンドラプラデシ州電気局ネロール火ノJ発電所納16t機関中はロ

ッド駆動式B軸配置のもので,口立製170PS/1,800rpm B-60形機

関,それにTMD-41L-EIi形液体変速機を積載している｡

これらのインド向け機関車のタイヤ,連結器などはインド国鉄規

格のものを使用しており,特に高温,多じんの現地条件を考慮した

設計を行なっている｡運転零ほ二重屋根構造としよろい戸式倒窓,

開閉式前後窓またほ扉,通風窓,フアンなどを設けてJ占仕性を高め

ている｡

このほか,ビルマ国鉄向け40t,台湾向35t,フィリッピン向け

20,21tの各種形式の機関車を受注し設計製作を進めている〔

15.2.4 国内向液体式ディーゼル機関車

国内向けほ,15～50t紐ディーゼル機関巾二45打jカミ製鉄所,運輸

会社,各種⊥場などに納入された∩

38年度の傾向ほ,1機関積載にモデルチェンジLた新形ディーゼ

ル機関車の受注が活発化し15～35tの新形ディーゼル機関車がソ己

成され,いずれも納入先で好評のうちに実動している｡

国鉄新幹線]二市川20t,明坦セメント株式会社納25t機関中は

新しく開発されたロー互V3V14/14形機関(195PS/2,り00rpm)と

DBl15形液体変速機を各1台積載したものである｢.また苫小牧港開

発株式会社に納入された35t機関中ほ新しく開発された目立V4V

14/14T形機関(350PS/2,000rpm)と1)BSl15形液体変速機を各

1≠子供戟したものである〔

これら新形機関中の特長ほ次のとぉりである〔

(1)全車種日立製ディーゼ′L機関を続載している｡

(2)30t級以上も1機関積載形とし,保守,整備費の軽減が図

られている｡

(3)30t級以上は,目立オイルモータによる静油圧ファン駁動

方式を採用して機関水温の自動制御と動力の節減が図られ

ている｡

(4)25t級以‾Fは,ヒタスクソト什の水冒淵+御舟によって,機

関の水温制御を行なっている｡

15.2.5 車両用ディーゼル機関

37年上如こ開発に成功した口立14/14シリーズ小形高速ディーゼ′し

機関はそのすぐれた特長が認められ,38年度に.■j二子小牧港開発株式会

社納をはじめ多数製作納入した｡HITACHトM.A.NIノ6V18/21

第46巻 第1号

第9L勾 丁百小牧港開発株式会社納 HRA-35BB

新形ティーーゼル機関巾(1機関積載)

第10囲 HITACHトM.A.N V6V 22/30mAuL

形車両用ディーゼル機関

形傲関ほ,マラヤ向けにリlき続きインドの製鉄所向液体式ディーゼ

ル機関車などの工機として輸出さオ1た｡さらにビルマ国鉄向けとし

て引き続き受注に成功している｡日本国有鉄道向DF50形ディーゼ

ル機関車用HITACHトM.A.N V6V22/30mA形機関も本年度2

台納入された〔

スーダン国鉄納入の電気式ディーゼル機関車用として,HITA-

CHトM.A.N V6V22/30mAuL形機関を2≠キ製作した｡本機関

ほ,輪臥冒lとして特にきびしい条件下で使用されることを考慮し,

次のごとき万乍の対策を実施した｡

(1) スーダンの鉄道は砂漠地帯の近くを走っており,十分な防

じん対策が必要であるため,エアーフィルタほパネル式と

オイルバス式を2段にとりつけ,フィルタの総合除じん効

率は99%以上に達しているウリンク機構などにも防じん

対策を行なった｡

(2) 口常のノ､扶検に必要な磯語三吉を機関の什側に架めて配置するな

ど,特に輸出l■品とLて整備の簡易化を図った(また定期修

繕l[城詰の延長を図F),一多くの部【訂lを強化した〔

(3)スーダン鉄道には140kmにも及ぷ連続したこう配があ

り,外気温度も高いので,上りこう配でほ機関にほ連続し

た負荷がかかり機関の熱負荷が大きい｡このためピストン

にほ潤滑油による強制冷却を採用した｡下F)こう配では連

続Lてアイドル運転うミ行なわれるために機関の過冷に対し

ても対策を実施した｡

_本機関はスーダン国鉄の要望により英国規格によるiむ〔験をうけ
た∩特に1〉J･機ほ100時間池綻運転の形式ふ〔験をうけ,運転中の特

川‾ミならびに〕垣転後の分解倹査にも鵬妃すべき結盟を示し介格した｡

15.3 客 電 車

新幹線試作電巾の各種｢試験紙果をとり人れての量産設計,日本高

架電鉄羽田線モノレールカーの試作研究およびその設計,エジプト

ー116…



鉄 道

第11図 試 験 小 の 新 幹 線 試 rド 電 車

第12図 エジプト国鉄向けディーゼル動車試験装置

国鉄向け通勤用ディーゼル動車の研究設計など,38年度は,車両技

術をさらに飛躍発展させるために,ばく大な努力が払われた｡

東海道新幹線電車は,38年3月末の256km/h速度記録を含む一

連の走行試験から得られた貴重な資料と,車体気密装置を含む各部

分改良点の試作研究が行なわれて,量産車設計が最終決定し,細心

の注意をもって製作中であるので,後述する羽田線モノレールカー

とともに,オリンピックに来日する世界の人々に,日本の車両技術

の粋を示すことができよう｡

さらに国鉄関係においてほ,懸案であっ

た特急みずほが新製されたが,従来のあさ

かぜ形に比べて,婦人更衣室の新設,乗務

員室の改善,汚物処理装置の装備など,各

種の改善が行なわれた｡また,電化の促進

により,交直流両用電車は引き続いて量産

されたが,今回新たに453系電車が開発さ

れ,電動機の出力増加により,東北線急こ

う配区間の運用に適合するものとされた｡

都市近郊輸送力増強のため,前年度に引

き続いて,東京,名古屋の両地下鉄,相模

鉄道株式会社,京王帝都電鉄株式会社,京
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阪電鉄株式会社,南粘電鉄株式会社,西日

本鉄道株式会社などに,各種電卓を納入し

たが,本年度の特長は,中間電動車型式の

増備であろう｡すなわち,輸送力増強対策

として,単位編成中に小間卓をそう入する

ことにより一列卓の電車数をふやすという

やり方で,従来の単位編成をふやして行く

ことに対して新しい方式である｡

モノレールカーは,関東レースクラブ,

読売遊園地向けに,F■-1立-アルウェーグ2

編成を納入した｡犬山ラインパークのそれ

に対して,小形軽量で,ボギー子†車の採用

により小カーブでの運転を可能とし,先頭

部の客室は展望様式を採用している｡日本

の表玄関++出空港と都内を結ぶ輸送機関として,日本高架電鉄株式

会社より受注の日_た-アルウェーグが今秋竣工することになった｡

大量輸送を確保し,経済性を増すために,車両はさらに軽量化さ

れ,最高100km/hの速度に対しても乗心地を向上させるため,慎

重な研究と試作が重ねられて設計が行なわれ,現在製作にはいって

いる｡

エジプト国鉄向けディーゼル動串350れ アルゼンチン国鉄向け

一等客車200巾があいついで完納された｡いずれも現地において好

評のうちに運転されているのは喜ばしいことである｡エジプト国鉄

より追加受注した通勤用ディーゼル動車(100両)が,引き続いて製

作にはいった｡この動串は,動力車1耐と付随車2両で単位編成と

なるもので,通勤用のディーゼル動車としてほ,エジプトではじめ

てのものであるので,慎重な設計打ち合わせが現地で行なわれて仕

様が決定された｡動力車にほ335PSエンジン2台を床下に装備した

が,ラジエータほ屋根上取り付けとし,その冷却用ファンほ,冷却

水温を一定に保つようヒタスタットにより制御されるオイルモータ

駆動方式を採用した画期的なもので,設計に際してほ,特に現車相

当の試験装置を作って,その性能が確認された｡

インド国鉄が交流電車を製作するに際して,日立製作所より電気

前を納入し,そのぎ装作業を指導することが,マドラスにあるイン

ド国鉄の車両工場IntegralCoacb Factory(Ⅰ.C.F)に対してなさ

れていたが,この7月,その第1号申が竣工し,インド国鉄幹部出

席のもとに,盛大なレセプションが行なわれた｡はじめての電車製

作に対しての現地派遣指導員の苦労ほなみなみならぬものであった

が彼等の示した日本の中内製作技術は,必ずや今後の車両輸出にと

って大きなプラスとなることを信じて疑わない｡

15.3.1特急みずほ号

東京･熊本または人分間を走る特急みずは-ぢ一ほ,昭和38年6月

1日から"あさかぜ号”クラスのデラックス列車にするために,新

第13図 特 急 み ず ほ 号
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製された固定編成列車で"あさかぜ,さくら,はやぶさ号''の姉妹

列車であり,これらの列車の運転実績に基づいて,次のとおり諸種

の改良を加えて製作された｡

また,上述の特急列車(あさかぜ号を除く)から1等座席車を無

くするために,1等座席車にあった乗客専務車掌室を1等寝台車

(ナロネ21)に新設し,屋根上にラジオアンテナを設け,荷物保管

室を天井上に移設した｡

設計改善点は,次のとおりである｡

(1)非常脱出扉を1等寝台車の喫煙宅に新設した｡

(2)女子更衣零を1等寝台車の喫煙室の片方に新設して,婦女

子に対する考慮が払われた｡この史衣室の床にはパネルヒ

ータが設けられている｡

(3)強度の点から台車の中空軸を中実軸にしたための重量増を

カバーするため,鋼体裏の熱絶縁物スプレーアスベストを

グラスファイバーに変更した｡

(4)便所に汚物処理装置を全車種に取り付け,水洗装置に連動

させて作動させ,薬液を混ぜた汚物は微細に粉砕されて脱

臭と殺菌作用をうけ排出するようにした｡したがって乗客

ほもとより沿線付近の人々の被る汚染感をなくし,環境公

衆衛生の向上に役だたせるようにした｡

(5)行先,列車名表示装置の操作の簡便化を図るために巻取式

に変更した｡

(6)1等寝台車の室内順位札および出入台表示灯を夜間に見え

やすくするため,電気発光板(ElectroLuminescentPlate)

を使用した｡

15.3.2 インド国鉄交流電車

インド国鉄の交流電化計画の一環として計画された試作交流電車

は,第1編成,第2編成とも世界注視のうちに日立製作所より派遣

した技師の指導により,マドラス市にあるインド国鉄直営のICFで

誕生した｡

この試作交流電車ほインド市場を日ざす各国の車両電気メーカー

と技術的にせり合って残った日立とイギリスAssociatedElectrical

IndustriesLtd(AEI)とが競争で製作したもので,AEIに先んじて

完成したことは今後の量産に対する優位性をもったばかりでなく,

車両部品輸出のテストケースとして注目された｡

車体,台車の設計製作はインド国鉄で行なわれ,駆動装置用電気

品,配線材料および台車主要部品ほ日立より供給し,これらのぎ装

の設計ほ日立で行ない,またぎ装作業および車両としての検査は日

立技師の指導により完成したもので,カルカッタ地区で6箇月の走

行試験を行ない日立車両技術の優秀性を示した｡

試作交流電車ほTc.M.T.Tcの1M3Tを基本編成とし,通常2

M7T,最大3基本編成で運転される｡

15.3,3 交直流両用電車

451系交直流両用急行電車は,上野一仙台問の急行電車として営

業運転に活躍しているが,さらに常磐線高萩一平電化開業に際して

必要となる準急用の451系交直両用電車が納入された｡

これまで,制御電動車(クモハ),電源電動車(モハ)を1単位と

した動力車を1列車中に2～3単位編入L,一等付随申,二等付随

串およぴビュッフェ車などを連結して運転されていたが,列車の増

結車切り放しの便のためあらたに制御申(クハ451形)が多量に製作

され,制御電動車(クモノ､),電源電動車(モハ),制御申(クハ)の3

両を1単位とし,1列車中に2～3単位編入して運用の合理化が図

られた｡このクハ451形制御革は,制御電動車から主回路機署㌫ 電

動発電機回路機器,空気圧縮機装置などを除外したものとなってい

る｡

急こう配線区での運転の合理化のため動力車1単位の出力を増大

した453系電動車が38年度新製され,東北線のこれまでの451系

の運転に変わりさらに威力を加えた｡そのおもな相違点は次のとお

りである｡

(1)主電動枚の容量100kWを120kWにしたが既納451系電

車のそれと同一形状,取り付けとし互換性をもたせた｡

(2)主電動機の容量増大にともない,主変圧器は全面的に設計

変更を行なって,連続容量1,215kVAのものとし,同時に

シリコン整流装置も容量を増大してある｡

(3)主平滑リアクトルも容量を増大したが,主変圧器冷却用の

排風を利用して強制冷却する方式とし小形化した｡

(4)交直転換器ほ回路電流の増大にともない,転換器接点容量

を増大するためカム接触子式に変更した｡

(5)主抵抗器はリボン形を採用した｡

(6)床下つり下げの水タンクにはFRP製を採用した｡

401,421系交直流電車も逐次増備され,本年度は421系8向が納

入され,北九州の輸送力増強に活躍している｡

新製された421系,451系,453系各車両には列車事故防止のた

め,車内警報装置が装備され運転の安全を図っている｡

15.3.4 直 流 電 車

直流電車は37年度に引き続き,名古岸地下鉄納電動卓,相模鉄

道株式会社納大形通勤電動車および付随車,京王帝都電鉄株式会社

納電動車,帝都高速度交通営団納地‾F鉄電動車,東京都交通局納1

号線用電動車,南海電気鉄道株式会社納路面電動車,西日本鉄道株

式会社納連節季を納入した｡

㌔
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1
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直流電車は輸送力増強のため,中間電

動車の製作が目だった｡名古屋地下鉄納

電動車および相模鉄道株式会社納大形通

勤電動車は,既納入電串編成の中間に1

両づっそう入されるものである｡また,

東京都交通局納電動申および京王帝都電

鉄株式会社納電動車は中間電動車2両を

含む4両編成である｡いずれもこれら小

間電動申の新製により,通勤時の混雑の

緩和と列車運転ダイヤの確保に貢献して

いる｡また,京王帝都電鉄株式会社納

5,000形電車は日立標準の1回転式MMC

制御装置を採用し,回送スイッチと第2
第15図

遮断器を取り付けて事故時の不測の運転

休止を防J上している｡またMGはトランジスタ制御式である∩電車

線停電時の放送および誘導無線回路の電源としてはバッテリーを電

源としたSCRによる静止形インバータを採用している｡なお,従

来は,1,500Vの昇圧にそなえて,1,500Vと600Vの複電圧式にし

ていたが,今回からは,1,500V専用とし,また車長車幅とも一まわ

り大きくした｡

名古屋地下鉄納中間電動車ほ小形軽量のボディマウント式制御装

置を装備し,車端に簡易運転装置を内蔵して編成分割時の構内運転

の便を因っている｡

相模鉄道株式会社納電動車は日立標準形1回転式MMC制御装置

を装備しているが,今回よりディスクブレーキを採用して車輪踏面

の摩耗の減少を図るようにした｡

南海電気鉄道株式会社納和歌山軌道線用低床式路面電車は直接制

御式であるが内張りおよび天井とも無塗装材のアルミヒッターを採

用し,特に木目模様の内張りは観光地用として落着いたムードをか

もし出している｡

西日本鉄道株式会社納福岡市内線および北方線用達節申ほ既納申

どおりで,北方線用は直接制御式,福岡市内線は間接制御式のMMC

LIi-5B制御装置を装備している｡

15.3.5 モ ノ レ ー

ル

わが国最初の本格的モノレールとして托目された名鉄ラインパー

第16図 読売遊園地モノレール

琶

相模鉄道株式会社納6000形大形通勤直流電車

クのモノレールほ,37年3月営業開始以来まったく好調に,運転を続

けているが,第2陣として38年12月関東レースクラブ読売遊園地

に延長約1.97kmの日立-アルウニーグが誕生した｡これは軌道け

たの寸法が犬山のものより一回り小さい小形でほあるが,構造機能

の面では標準形に比べていささかもひけをとることなく,今後の小

形の標準形となるものである｡3両編成串が2編成製作され,各所

に新機軸を採り入れてあるが,特に台車はボギー形式とし,急カー

ブにも対応できるようにしてある｡編成白屯約27t,定員140名,

満員約200名の鋼製車で,45kW主電動機4台を備え,最高速度

40km/hの性能をもち,車体接地装置,自動列車停止装置,列車無

線電話など,運輸機関として十分な保安装置を有している｡

世界長大の規模をもつ日本高架電鉄株式会社のモノレールは,39

年のオリンピック東京大会に間に合わせるよう,工事は急ピッチに

進められつつあり,串両の一部も39年はじめには姿をあらわすであ

ろう｡

路線は一部単線区間を含む,羽田一浜松町間全長13.2kmの複

線で,その間トンネル,橋りょうなど大規模な工事を含んでいる｡

串柿ま最高速度100km/h,約15分で両ターミナルを結ぶ性能をも

ち,両端に貫通路を有する3両編成串を3編成まで連結して,6分

間隔で運転可能なように計画されている｡編成当り,定員240名,

満員317名という乗客容量と,スチールコードタイヤの使用による

高速性能とにより,飛躍的な輸送容量が見込まれ,車内信号装置,

自動列申停止装置などの保安装置の完備とともに,実用モノレール

カーとしての決定版ともいうべく,十分な性能が期待されている∩

15.3.る 台 車

モデル線区における東海道新幹線試作電車の試運転も,ついに

250km/hの線に達し,この現車走行試験の結果得られた貴重なデ

ータにもとづいて,量産車用DT200形台車の設計も固まって,製

作は順調に進んでいる｡このほか日本国有鉄道にほ交直電車用,客

車用の台車を車体に付属して多数納入し,また私鉄向としては相模

鉄道株式会社にディスクブレーキ付の台車を車体とともに納入した

のをはじめとして,京王電鉄株式会社,名古屋地下鉄,西日本鉄道

株式会社,南海電気株式会社,京都市交通局などにおのおの台車,

駆動装置を車体とともに納入した｡

第17図 相模鉄道株式会社納空気バネ台申
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第18図 トラ55000形全鋼製無蓋貨車

さらに中空軸式平子fカルダン駆動装置を単体として,日本国有鉄

道,東武鉄道株式会社,東京急行電鉄株式会社に計76組納入した.∫

輸出向としてはエジプト向通勤用ディーゼル効率用の駆動子†中,

従台車,駆動装置を中体とともに100内分製作中である｡

15.4 鉄道用貨車および産業用車両

15.4.1鉄 道 貨 車

国鉄貨車ほ,昨年試作を行なったトラ55000形式の全鋼製無蓋貨

車を一括受注して量産に移した〔

国内一般私有貨車の分野でほ,新らしい試みとしてサッポロビー

ル株式会社で計両された麦芽のバラ積輸送車ホキ6600形式を開発

した｡この串は側壁に九味をもたせ,通風板をつけた,ユニークな

スタイルで,底部に地上の空気式吸引装経と接続する取汁=1を設

け,自動的に麦芽の荷卸しを行なうものである｡

またセメント運搬車の新しいタイプとして,特殊な空気式荷卸し

装置をもつタンク車を製作し,大阪セメント株式会社に納入した｡

この方面でほ従来バイブレータ付の電力落下荷卸式を採用してきた

が,本草の完成によって,乍後新しい分野で需要が増すであろう｡

輸出貨車としては,韓国より40t積石炭車400両を受注し鋭意

製作中である｡これはノックダウンで納入される｡

15.4.2 産業用機関車

(1)電気機関車

標準形の6t電気機関車を白根硫黄株式会社に1両,消火辛け

ん引用電気機関車を八幡製鉄株式会社,富士製鉄株式会社,大阪

ガス株式会社に6両納入した〔

これらの校閲中にはいずれも巷電池機関車と同様な伝達効率の

良い両角カルダンノJ式を採用してこおり,保7点検を容易にしてい

る｡

(2)蓄電池機関車

2,4,6tの各標準形蓄電池機関車のほかに,6t防爆形蓄電池機

関車を多数製作,各方面に納入した｡

奥多摩工業株式会社氷川鉱業所に納入した6t蓄電池機関車は

この種のものとしてほはじめての電気ブレーキを常用とする機関

串で,標準形に比し制御器,抵抗器の容量が増大されている｡

松島炭鉱株式会社大島砿某所に納入した6t防爆形蓄電池機関

串は,一端の運転席において,他端に連結された砿車のピンリン

ク式連結器を解放しうる装置(特許出願中)を設けたもので,作

業合理化の一端の現われと見られる｡

雄別炭砿株式会社の雄別,尺別両鉱業所へ納めた6t防爆形蓄

電池機関車は,現地設備の関係で車体幅を極度に狭くしており,

また砂マキ装置は寒地において砂の凍結による不動作を防止する

ため,新構想のネジ送り出し式(特許出願中)を採用するなど,

新しい設計を採り入れたものである｡

ケーヲ

二請

評
三A

百聞 第46巻 第1号

第19囲 サッポロビール株式会社納25t積麦芽運搬車

第20図 大阪ガス株式会社納13.5tダンプ式消火車

第21図 大同製鋼株式会社納124t積鋳込台車

第22図 住友金属工業株式会社納35t積電動鉱石秤量串

15.4.3 製鉄所用貨車

製鉄業界の設備投資抑制による増産手控えも,漸次明るい状態に

向いつつあり,各種製鉄所用貨車は大形化とともに,需要も増すも

のと予想される｡

昭和38年度においては,住友金属工業株式会社,大同製鋼株式

会社,大阪ガス株式会社などへ電動鉱石秤量串,鋳込台車,クラム

シェル台車などの製鉄貨車を多数納入した｡
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鉄 道

またインドのドルガプール製鉄所の特殊鋼仁一ミ産設備受江に伴な

い,多数の製鉄貨中二を受托した∩ こjtはまだi…鮎1･の段階でぁるが,

て製鉄所に便トロするあらゆる種鞘の運搬何戸を含んでいろ｡

(1)消 火 りi

大阪ガス株式会礼に納人した13.5t泰紺笥火中ほ,コークス似り

出しの際,開扉と同時に空気シリンダによr)中体のダンプを行な

う新方式のもので,同時に納入された16t椚火中けんリ1用電気も機

関申の三重転牌から根rl三さjtるり

またこの椚火中およびけんリl梢電気胤卦ドの仙川ノ∴(検に際し,

-ド子Jする路線にこれを移すた捌こ使用する柊根付ドヰ州時に受汁

納入Lた.､

(2)結 構 千丁 小

人打製鋼株式会什知多‾‾l二場へ,ii什度にリlき続き124t桁鋳込

子?巾および1′l走1二(の100t付さクラムシェノし子沖を納入した｡

(3)電動鉱･f踊そ量巾

作友金属‾1二業株式会什の和歌Il雌指先所に35t帆′ト倉製鉄所に

26t稲電動鉱石秤量中を納入した｡

35t桁の駆動装置は,従来芥子r中に大川‖1E動機,減速機を抑

えていた`ノ/ぺを,刺子丁巾,従千丁小終1糾とし,電動機ほ解晶の人

きいもの1ナナを小休に装来し′,勅f㌻小の縦変装代を経てl仁州かL

ダン駆動し,励f仰の2剛をロッドで遵奉いす-る斯ノノ式を採川Lた

ものである∩

なお,十分なインターロックによる一言ゲ主動rl三の防l卜と,押ボタン

むこよる秤副菜作の抑i川二を計ってお)る′1

15.5 道 路 車 両

15.5.1道 路 車 両

タンクローリも大形化し,タンクトレーラにまで充脱した｡11本

退避株式会社封肘支附こ納入した10tアンモニ7トレーラは,国産

初のフレームレス椛造を採用し,タンク1′1体を強度J了け材としで重量

の軽減を計り,なんらの緩和小論も必要とせずに,法鋭の制附勺で

潤子‾f可能なものである｡またフレームレス構造が,二の穐トレーラ

ぎ硬膏藍済 ;㌢
視軸■〉

謂野
榊.㌔

第23何10t桁アンモニ7トレーラ

耶24lズiふ〔験小のHl､204形20tトレーラ

車 両 121

に.認叫されたことは,今後のトレーラ分野に応用範開の広い可能件

をもたらしたものとLてf`うミ1-】に僻する｡

-▲般にローリ愉送は捕発化し,ポリウレタンフォームl二業の一一環

として,原料輸送fHの特殊なPPGおよびTDIタンクローリを開発

Lた｡これらは舟性をもった液体なのでノ女全紡超の何でほ特に念を

入れて設計してある｡

屯量Il六!l運搬トレーラの分野では各樺のものを製作したが,特に

2()tトレーラに√〕いてほタイプチェンジをf_ナない,新Lく HT204

形を～設計魯望rドした∩これは娃設機械の運搬に膚ノ∴ミを揮いて,昧｢自iの

はこさ,Iネ三何の高さ,卓量などを検討のうえ具体化したもので,術中

ふし放,道路運行i試験などによって傾度の確認ヰ)行なった｡/〉柊の

20tトレーラほ本形式に統一される｡

36年度に試作を行なった日本国有鉄道大外r二場向遷中川特殊トラ

クタほ,試用の結果実†‾H性が認められ,引き続き2号日の発注を受

けて,各種の改善を加えた実用機が完成納入された｡特に操舵の女

妊件,ノ剖i三性の向卜に大幅な改善が加えられ,大井工場の運搬令王tf与

化.汁州の一男を担うことになった∩ 同一イト様で3引=】を受汁製作小

である｡

また防衛け納の脚光路如除申は2山を受～盲三し,ふ川三によって作ら

れたデータを十二分に浦川して.言設計した緋果,納柵生能の向__1二ほ諺言

晴らしいものがあり,砂利,秒,小石などをほとんど100%吸い卜

げこた二介.試験も閃魅なく過過して,雌在′卜牧およ■ぴノーLり亭底地において

帆掛こ析膵を続けている｡

15.5.2 構内用スイーパ

本スイーパは,工場,倉嘩,駅構内など,比較的せまい場所の,

‖■赫如こ適しており,次のような特長をもっている｡

(1)人力の数卜倍の清掃能力をもち,括掃経費は70%軽減で

きる｡

小さなほこりまで,きれいに清掃できる｡

操作はすべて1人で,しかも容易にできる｡

小回りがきき,せまい場所でも使用できる｡

il■子掃に便f‾Hしない場合は,輯量トレーラの,けんり=こも利

用できる｡

】5.5.3 22†積特殊ダンプトラック

このダンプトラックは,製鉄所における,輸送弁理

化の一環として,転炉へのスクラップ装入作業に使用

されるもので,東海製鉄株式会社に納入したものであ
タ

る｡第2占図は,ダンプした状態を示す｡

第25!ズ1HSG-7KII形格付ロスr-パ
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第26岡 22t杭1)H22S形特殊ダンプトラック

立 評 論

第27岡

453系交流電_車用TM9

形土変圧器1,215kVA

単相50c/s20kV送油

吼冷r〔締封形,P､】鉄形

15.る 車両用電気品

15.る.1交流車両用電気品

(1)主 変 圧 器

東北本線急行用453系交両統電車向TM9形1,215kVA壬変圧

′語王手10≠ナ,インド何鉄向交流試作電申用1,190kVA羊変圧器2チト

のはか,常磐線向EF80形女心流機関車刷TM7A形2,280kVA

主変圧器7台を完成した｡

TM9形主変圧器およびインド什毒草柑｢仁変u三器は,いず′れも

特殊内鉄形を採椚し,これを鶴形として電中岡味‾Fl幾器の制限高

さ内におさめ,中身の輪かくにそった形状のタンクを用いて,仙

遺の節減と小形軽量化に大きな効果をあげた｡たとえばTM9形

主変圧器でほ総毛量3,000kg(含油,除送風機)で,従来のものに

比べ約20%の重量畔減ができた｡いずれの場合も千変庁器と]三

平滑リアクトルを1子†の送風様により直列通風し冷却する構造で

あり,主平滑リアクトルの軽量化と車体床下の占積率の向上をほ

かることができた｡舞27図にTM9形主変圧器の外観を,第28

図にインド国鉄向電叫1‾卜仁変圧器の外観を示す｡

そのほか,_l二記事内川の十滑リアクトル,限流リアクトル∴言l

一打芋川変圧器および変流器などを多数完成したっ
(2)シリコン整流器

前年に引き続き中両用シリコン繋流汗詩を大尉こ納入したっ ぶも

なものを下記する｡

(i)新幹線量産車用シリコン紫沈器

第1次量産車用として51子子分を製作納入した〔この懲涜:モニ主

にほPIVl,300Vの素子が160個使用され,2箱にわけ†+こ卜に

吊り下げられている｡1,627kW/1,660V/980A連続,1,500A

8分の定格を有する｡

(ii)インド国鉄納貨物機関中門シリコン整流器

R木連合として45山の機関申を受結したが,シリコン紫流

器は全車両分日立製作所が分担している｡

2,550kW/1,250V/2,040Aの主整流器のほか,フ7ン,コン

プレッサなどの補磯田シリコン整流一器教程を収納している｡最

初の3台分は38年10月拳法作され,現在引き続き製作が行なわ

れている｡

(iii)ED75用シリコン整流器

ED75別のシリコン整流器2f‾㌻を納入Lた｡

什怯はl,8361くW/900V/2,040Aでぁる｡この機関中亡た磁1川り

第46巻 第1り一

第28図 インド国鉄向け交流試作電申用千

変圧器1,190kVA 単相25kV送油吼冷i･じ

轢卓上形,内鉄形

腑器による低圧無電孤タップ切換を行なうが,この磁気増幅括詩

川シリコン整流器も内蔵している｡

(iv)453電申用シリコン整流器

東北本線の453系急行電卓用としてシリコン紫流器20台を

納入した｡什様は920kW/1,420V/645Aである｡構造は昨年

納入した451系電車用シリコン整流器とまったく同じである｡

このほか,インド国鉄納交流電申用シリコン整流器の追加1

台,またEF70用シリコン薬流器追加37今など多数製作してい

る｡

(3)ED75形用制御電気描

この機関申は常磐線平以北および東北線仙台以北の交流電化に

備えて製作されたもので,今後のED形機関車の基本をなすもの

であり,各種の新技術が採り入れられている｡今回試作車用電気

ノf戸lとして無電孤低圧タップ切換器が完成した｡

このタップ切換器は主回路磁気増幅器および無接点式タップ切

換制御装置との組み合わせにより無電弧にてタップを切り換える

もので訂仁来の切換器のように電蹄を遮断する個所をなくし保守容

易としたことを特長としたものである｡おもな仕様は電動カム軸

式,定格電圧ACl,250V,定格電流AC2,040A,ノッチ数13,カ

ム接触器 フルフローティソグ形,制御電拝AClOOV二転よび

DClOOVである｡

(4)新幹線量産車用回転機

東海道新幹線旅客電車用回転機第1次量産としてMT200形主

電動機(連続定格185kW,415V,490A,2,150rpm)180台,

3.5kVA電動発電政60台,MHl19形操作電動機138台を続々完

成し,引き続き製作中である｡

‾一ミミ電動機ほ通信線に対する誘導障害を軽減するため,50%とい

う人きい脈流率で運転できるよう試作ヰニ電動機の経敗を生かし

て,脈流対策を行なっている｡

電動発電機は負荷となる装置が追加されたので,試作中用の

2kVAから3.5kVAに容量が大きくなったもので,構造,制御

装程などは試作車用と同様である｡

15.d.2 日本国有鉄道標準形主電動機の量産

日本国有鉄道の交流電化区域の拡大,輸送力増強の要請に応え

てMT52,53,54,55などの標準形主電動機が続々と製作納入さ

れた｡

MT52形475kW主電動煉は直流,交流,交直両用のいずれの

形の機関車にも使用される標準機で,EF70形(交流)およびED

75形(交向流)電気機関車用に72台製作納入した｡MT53形

650lくW]三電動機ほEF80形交両両用電気機関申に便川され,123
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第29図185lくW M′r200形_j三電動機

謀主:う()l文一インドl■ミl紙納1,2()OkW

い削功他のエ√ド=㌣シ樹脂絶紘コ

†′L収付ヨー･クl/川;

子機作された｡卜山上い--jごjtも脈流対策が施さjし 界磁にほエポ

キシ
ー体化絶縁が採川されている〔MT54形120kW主電動隣は

従米のMT46形(100kW)を舛遺増威Lたもので,165系,453

系などの小距離電申,交1白二電車に用いられる｡脈流対策が施さjL

でrゴF).製作台数ほ3247午の多数に卜った｡MT55形110kW_ト

ト盲動機はMT46形を鮨星増威すると1刷如こ定格速度を下け,リi

仮ノJを_l二げて,各駅枠中川に過しノたものとしている｡ガま住までの

=製作千√数ほ207年｢である｡
15.る.3 エポキシ絶縁電動轢の量産

朋和36年,近畿日本鉄道納115kW工電動機にエポキシー体化

絶縁を採用してぃ､来,年を迷ってエポキシ絶嫁電動機の製作台数が

岬L,第l表にホlすように製作小のものな行めて約750子㌻に止し

た(

揃叫生までほ矧勺が対象で方)つたが,エホキシ絶縁の似秀件が.£だ

ム′〕ら/㌢tて,インド国鉄納210kW′交流電車川‾_】_二`i盲動機,1,200kW女

流′造気機関tl川]工電動機などの輸出ぷlにも採用されるようになっ

た｡一例としてインド帽鉄納1,200kW L電動機の界磁コイノLを第

30国にホすr)
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打‡31】文JJ占与】描･制御ノ立 小用 制 御 け:壬襲望作f-｢放

て掛′1イデ数の岬仙1とともに,作業ノノ法が此キされてェホキシ紙泰如こ

坐する矧IJが什臼械され 晶鹿態勢がノ亡+モにととのった｡

15.る,4 制 御 機 器

11本国右鉄道の五節叶.汁帆 人手私鉄の巾けイの弓削枯増血にf､lモい,

巾流電ヰ川]制御機器のt巨産ほ好調に延び,第31図に示すように,

打棚引ilj御の電可i梓川J御装〔軌よ人1ヒ11年にほじめてその二l二.踵を開輸し

て1､1米｢1‾F‾製作中のものを含めて2,723f汁こ連Lた〔

(1)電ナ回(とブレーキ付郊外電申用制御装伴

如六急行電鉄株式会社70nO形名‾仰‾l]としで竜ノルりさlミブレーキ

什MMC HTR-10A形て別御生き㌻■き号2セットを製作納入し,1‾l下4

セット製作小である∩

このl‖川÷ブレーキソん･(は,次のようなl巾り抑山な特長を缶してい

く〇∩

(i)超勤時は良港竜軌麟,担性ブレーキ時は復巻発電機とし

て動作する特殊直巻複巻電動機の特性をて完全に発揮し,

`女連な特性を得ているっ

一名軌時には‾‾仁尾励機のl仁り仁列1ぅり御を子+二ない,トー=ニノレー

キ時にほi三富動機の並‖∃二列制御を行なって高速より総連

までのトーー1生ブレーキを■吋能にし,電ル量の節約と射甘所

のせん店員荷の軽減を行なった｡

卜+l生および空気の併糊ブレーキにおいて,磁気J御岳㍑謹を

主体とした制御l‖l終により,′-附こl_叶トi甘よび空ゝものローイブ

レーキの和が,退転十二のハンドル角度と可変何英機偶に

よf)肺ホされた伯になるように7別御を子Jこなっている｡

(2)1回転式MMC了Ij】J御装匠

r朴i‾1･,打性能な1回転式M札†C制御装躍は,岬川]38叶度も州

椀鉄近接∫じ去什6000形卦下,央武鉄道株式会社地卜乗入′竜巾,

心よびデラックスロマンスカー,l叫武鉄道株式会祉新形過勤上=l‾川j

として納人し,さらに東海道新幹線拝は制御器にもこの方式が採

川され,昭和34叫こ閉_発以来,口下製作rf-のものを含めて235

‡ナに達した｡

低妹車川1l･-1転式MMC制御装置も,37年度にリlき続き,州]

本鉄道株式会社(矧晰軌勺練)の連接車用として8台納入した｡

(3)バーニ7ノッチ式VMC制御装i2亡

等卓長のMT編副戊で3km/h/sの加減速度をえることができる

-123
】
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第32阿 東京急行電鉄株ノミ会社納

MMC HTR-10A形L制御器

ために,ソ〃三高性能雑損巾の出力ユを可能にしたバーニ7ノッチ

VMCTliり御装掛よ,38年度も近畿｢l本鉄道株式会祉南人阪練新ラ

ビットカー,南海電鉄株式会什本線および高野線通勤中:,東武鉄

泊株式会社高性能新通勤小川として納人L,1け製作中のものを

含〆)て66≠川こ達Lた｡東武鉄道株式会社の新通勤中川VMC

HT-20A形主制御器(第33図)は,主凹路ぎ装配線用端子箱を敬

一)付けている｡これほ制御回路用のキヤノンカプラーの採用とと

もに主制御機器を簡単に取りほずすことが可能で今後の制御機諸さ主

の--･つのあり力を示すものとノ巴､われる｡

(4)ロー■′ニープルウェーグモノレールカー用制御装揖:

関東レースクラブふヒイ亡遊同地川口､■′ニー7ルウェーグモノレーノL

カー川としてMMCLM-5A形制御矧ぎ壬を納入Lた｡これは先に

納入した名古良三鉄道株式会社犬山ラインパーク用モノレールカー

の経験と実績を十分とり入れたボディマウント式制御装置で,カ

ム接触器,継電器類よりなる主制御器(弟34図),上向電磁空気

式桝ヒスイッチによる断流鼠 自然通風の波形リボン主抵抗器,

乍気式デッドマン装置をもった横形主幹制御器などよりなってい

る.｢

(5)l‾1本国心▲鉄道納電動車用制御装置

37年蝮に引き続き,CS12九CS15,CS15A形主制御淋,

CS12,CB12B,CB13,CB13B形遮断器,MR17H,MR61形_ii

机抗一器,MC37A形主幹制御器などを量産した｡

(6)MG用rrl動電圧調整装置

トランジスタを使糊したMG川ト1勅電肛調薬皆削よ=獅U34叫こ

第34[文l聞出レーースクラブ読プJ遊園地

モノレールカーー川 MMClノM-5A形

⊥三制御器

第35図 近裁日本鉄道株式会社エースカ

ー用ART-50用50kVA MG用日動電

圧調整器

｢汁
滋 才ざ46告 げ吉1り･

l

耶二i31対 ‾東八紘通株∫(三社納MMC HT--20A形キニ制許川主

その1ぢ･機を近畿日本鉄道株式会社1600J捗′老中に納人して以丸

l=∵拳法作小のものを含めて283千川こ達し ほとんど無料放で好調

如こ稼動｢トーである｡

このトランジスク制御によるMGの料諒としてほ,数kVAか

仁J姑由,J止畿l‾一本鉄道株式会社エースカー川MGの50kVAまで

でふるれ しかしノJ容量のシリコンノ⊥1フートランジスタの開発に

rヒり朋小三でほ6(ト65kVA
MGまで制御可能である｡また乍まで

;処作したなかで,崩も舛最の大きい75kVA MG用電仕調整装粁

として13セットを名Jl▲J去鉄道株式会社へ納入し,良好な結果を

へて,現在さらに24セットを製作中である｡

15･占.5 輸出向車両用電気品

(1)インドカノしカッタ女流如山川+川転機

インドいミl鉄かLカッタ矧X二向け1拭作交流電卓用竜㌔(..-‖■-2内分が

輪州された｢

この′右巾は2福助小7付随巾というノ■巨利小の少ない編成のた

め,在米のしl川向電車に比べて主竜動機ゼ子星が人きく,210kW

一丁1己通風形釣掛式脈流電動機4千Fを1電動車に備えている｡現地

の高温高湿に耐え,IEC規格(20℃の温度上昇限度)にほいるよ

う設計されている｡附定子巻線にほ輸出向としてはじめての無溶

剤エポキシ樹脂1体化絶縁を採用して,小形軽量化をはかるとと

もに,IEC規格による厳南な性能試験を実施L,良好な性能を有

することが確認さJtた｡そのほか上変旺許紺]2kW納ポンプなど

の芥種補磯を納入した〔

(2)インド国鉄納交流電気機関卓川州転機

インド｢一句鉄納貨物用交流電気機関車の回転機3純分として,

1,200kW主電動機(連続定格1,200kWl,250Vl,020A710rpm

8極)67⇒と2･2kW変圧器用電動ポンプそのほかの補機を完成

し,引き続き]‾三宅動機32f㌻,変什器用補機などを製作中である｡

この‡二電動機ほ矧勺向ほもーらアJん,愉出向としても記銀仙人舛

鼓機で次のような特長をもっている(第3d図のどi川変遷表参照)｡

(a)過榊与の整流特件を政吉するため,ヨークの一部二日よび

捕梅を佑増するとともに,補償巻線什とした｡

(l〕)仙電流を防止するため,軸受符部でマイカレックスによ

加古七桁 仙+こ1咋‖り`.L爪
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節こi7何 †ンドl叶鉄Irり指物川な流′.-L.:㌔く機

関中川1,2()()1(W いE励機

迫 小

節39【ズ1DW2Aトルクコンパーーー

ク川油性比l‖幡こ検Fli巻き匠

第2表

第40仁対 偶東レースクラブ納 R

立-ア′L-ウエーブモノ レール川

45kW_一三電動機

終鐘モノレール用凶転機一覧表

125

機 韓

納 入 先

一応動機fl二様

車輪繕(‾計罪い

幽 巾 比

滋高速転速度

屯励発怠磯子上様

山岳地用小形

名 ハ■屋放迫

fIS-510Cl･′)

EF CO-H6()

70kW

340V

232A

l,600rpnl

l時間定格

1,120mm

15.13

45km/h

短距離駅間用′ト形

関東レースクラブ

HS-507-Al･l,

EF CO-H60

45kW

300V

173A

2,500rpm

l時間定格

820mm

13.725

45km/h

長距離駅間用人形

日本高架指紋

HS-514-Brl,

EF CO一打60

130kW

375V

390A

2,000rpm(80%F)

1時間定格

1,130mm

臥35

100km/h

第38l′ズ1スーダン匝1鉄納ディーセ′し

電気機1月目-り口先電機セット

る絶紘を施Lた(実川新案小論1-い)｡

(c)舛磁コイノし,納慣巻線をエポキシーー体化絶線とするとと

もに,脈流′■電動機として必要な渦流損よ寸策を施Lた∩

(d)′竜機J′一コイノしの屯要な部分にガラスノミソトを採用Lた√､

(e)ブラシ支え絶縁ロッドはマイカレックスのうえにがいJ∴

なかぷせ(実用新案申訪小),エホキシ樹脂で接着する隅

造とした｡

性能試験ほすべて比C規格に縦し､,掛こ温度卜礼式験ほ現地の

1毛象条件を考慮してIEC規格の茄L度限度(20(℃)で実施された｢､

変仕語注剛l‡i機ほ単相コンデンサ′.電動機で,送風機の外筒をアル

ミ弓削こするなど,軽量化に特に留点されている｡

(3)スーダン国鉄l｢･Jl,500HP DEL用回転機

この1Lり転機ほ高温とダスト対策が使用性能をんイける屯要なけ‡j

胤点であるが,⊥発電機と主電動機はBS規格によったIi種絶縁

を採梢して小ノ惇軽量にしたうえ過fl荷耐量の増人を計り,また偵

川軸受部へのダスト世人な防ぐた捌こラビリンス如こエアカーテ

ンをi設けた(特許l一帽子中)はか,これらの性能を確認するための

高温ノノこ州に･ねける払渡▼卜姑ン〔放と耐ダスト試験などを艮叶な糸.㌧災

で終｢し后船底を向_卜1_た｡

‾ト発電機が755kW,卜電動機が168kWの墟縦定格で2山巾二

濾過転により約岬右〟のこうlち亡150kmを1,500tけん′ノける性能

を‾fJしている｡そのほかトランジスタAVR制御による40kW的

仙発電機,7月1くW二_】滝動機用送風機,3.2kW機関室l勺力川=甘送

風機ふよび9J･うkW制動川跳抗語注送風機などにもすべてダスト対

韻がはどこさjtてある｡

15･る･る モノレール用電気品の標準化

わが国最初の実川的モノレールカーとしてI椚和37年3ノ1に糾.-

HG-583--H▲･1,

電動機入力9kW

l,500V

3,600rpm

党`-=E機5.5kVA

lOOV

3仙

60c/s

HG-5321Hrb

電動機入力3kW

600V

3,600rpm

発電機1.7kVA

lOOV

2柑

120c/s

HG-533-Hl･b

電動機入力9.8kW

750V

3,600rpm

発電機6.5kVA

lOOV

3相

60c/s

トi与鉄道株式会什ノこ山ラインパークにH丘一アルウェーグモノレ_ル

が完成したのに引きつづき,-1_盲ヒではさらに関東レースクラブ(読

売遊L宗l地)納モノレールを完成し,現在は日本高架電鉄株式会社納

のモノレールを鋭意製作中である｡

卜r子J各樅穐はそれぞれl一順･他用[lり惇,脚巨離駅間川小形,長距離

鮒‾肖川り(形モノレー′しの標準機となるものであるっ

糾幾種搭載の州転機のf‾上様を第2表にホす｡

関東レースクラブ納モノレール用45kW三】三宅動機を第40図に示

すっ

待機貨:‡ほいrjごれもモ/レー′L淵として小形軽量化 保く､1切簡易化

に患が用いられている｡

はる･7 液体変速機用回転速度比検出装盲琶

nD51などの高出ノJ披体式ディーゼル機関中川の人形液体変速機

においてほ特性の異なるトルクコン/て一夕を複数個持ち,液体変速

機の機関側人ノJ軸と中軸側出力軸の凹転比に最も適したトルクコソ

ノミータを】′†励的に選択性川し,機関申の効率向上をはかっている｡

この紫綬はこの入出ノ+軸の卜帖比をディジタルノブ式により高精度で

検1上‾iし披体変速機内のトルクコンバータのl二三l動切換を行なうもの

で,逆転機械作用の低速検出餓能も併せもっている｡検出,演算,

制御の各部を通じて全トランジスタ化静_1H司終により構成され,高

′f.｢‡板性,小形軽量化を実現している｡

15･る.8 自動列車制御装置

関東レースクラブ読売遊園地に納人された日立一アルウユーグモ

ノレールには,新方式による端末過走防_Ll二装跨が設備された｡この

種装拭としては先に犬山ラインパl一クにおいて実施された関数制御
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ウエーブ川ATS淡古庄本〃よ

式のヰ)のがあるが,′㌢ll】1のものほ∴-､川御ノノノ(を採川して遊僻地∴川ii

川として似端に恍ノ､γの†7キi馴ヒをほか/〕た.｢第41図にこの紫郎〕小

上装;在外統をホすっ

さきに鉄道技術肝先桝に納入されたPID】∫】励摺虹矧軌土,tlr榊

38てト3月22=および8月2511より27日にわたって,新幹線モデ

ノし組ぺにおいて新幹線試作中を陸川した軋奉読験を填施し,予蛸Jの

性能をあけることができた〔この装抑まPIDて別御こそ詩を川いた速痩

淋御方式の日動逆転装揖で他の.子吉方式に比し般も筒1tな日動述転生ヒ

i.Tlでお)るっ弟42図にこの矧Fl二の外観を′Jミす｢一リノ,テーププログ

ラム式l'i勅運転装抑こついても同時に批拝Ⅰ試験が実施され,時間管

即機能をもイける小柳勺什軌逆転矧｢1としての性能を追悼なく発押

したっ

15.占.9 各種車両機器用電源装置

近年鉄道巾巾の制御什畑よびサービス川に終種の電ナ機諸芹の捌我

がl‾‡七ってきている｢こ月tらの俊治旨を制御佃電源DClOOVより駆

什うーるたふう,半導体止川-iの祁重電漱装揮が製1--l■1化されるにいたっ

た〔

弟43図に′Jけもの(.LS形叫J+モモ若槻紫紺l]馴描j■'′■亡で,人ノ+堪J】二

DC6(ト150V,f′1仙窟抹0､400mA,横川六削州左iL度-20､＋60′C

の結束†′H旭日時にDC18±1Vll什とい川リノをりlヾ給するトランシ

スタニ左道化電兆iである｡

第44図ほ｢料ノ+放送矧糾r帽i灯としで生望nてさJtたSCR式静l卜形イ

ンバータで土;=二満齢己註鉄株式三吉枇に納人されたものである〔ニの装

imよDClOOVを人ノJとして,椒性および電口三の共なった数椎の`女社

化電圧を桝給するもので,り+替スイッチを拭作することによりAC

220Vより駆動されるづ糾売電抑矧F工としても動作する〔月ほ三小山即

のr喜‾りさ越となっている各種制御持王手の肘如く化を実々けるたが),二l三唱体

応川l‖】終の人幅な探川は必然的なものとなりつつあるが,これら川

路のi-E掛Ijとしてこの純の静…ラインバークはつとに汁l】されてき

たもので,キlリlの+尖‖川二成功ほ州抑付な.計火を柑つものといえる=｢

1エる.10 車両用計器

FACT伊達度発乍E鰍土付和にぉいて小仰_‥rll転数を検出するノノi七で

ふり,口木卜柏‾鉄道でβよ在線に1ミ面n如こ採用されている｢さらに出

血退新幹線川越特急量産電申に採Iて1さカーtるATC生望f■き‡の倹乙ji㍑:ことし

て独得の工歯車歯数検出方式を考案し,モデル線における実車ふ〔験

でも極れた性能を発揮して,棚在量産中である〔本掛.エー1三肘トに-溝

田して速度0(停申時)で60c/sの出ノJをイfし,速度に比例して向線
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第43幽 トランジスタ式低rE

巾流`左道化電源装置(S形中

内て彗一報装置用)

節46巻 的1り･
l

第44図 SCR式走電圧装置什静

【｢二形インバ【タ

節45図 SFRヱ1形適性発電機およびSR‥i5形速比計セット

靖ち〉!

第46J望1MPC-2形止7f批離長上■主

節1三l

的に増加する同地数が得らjL,系のFailsafeを確保できるもので

ある〔新幹線川ATCは量産車用としての方式が決定したが,一般

L】叫川jとしての簡易形A′rCとしてDY41-･C形を｢l什印35年に′ぷ成し

で㌢ゴり,/〉川リレー駆動l‖1路を放出してン`亡乍Failsafeノブ∫〔とし,

日+二い三トfJ`鉄う凸托術桝ノ光所に納入したハ

他ノノ私鉄符什では中山の構造1二,中二伽端検汁iに代り歯数検汁リノ人

の速也発電機が要只圭さjt,誘噂J'▲形のSFR已】形速度発′副幾を開発し

た〔1(治削よ工歯車の軌如こおける速度に比例した血流磁束の変化を

椀仁十うし,1‾･J飽和トランスによって速度に比例した/くルスに象換し

て,これを幣紙し梢′Jミさせる力式であり,今後の諾要増加が則持さ

八ている∩ 小向の走子f距離杭貨計としてMPC-1形を11木回付鉄泊

にふいで尖l卜しふし験･-いであるが,依､【j:,外観+二の政j‡を子J､ない,MPC-

2形なノノ亡成した｡乍トランジスタ化撫桜山方式で,小巾山検管州+二

からその必要性が痛感さjtているものである｡

15.7 車 両 用 品

15.7.1TK･8形戸ジメ磯械

口木けん鉄道115系電Fiiは山開きノ川rを有するが,使川上の川′付

で,1fl√1のいジメ機械で内助叩こ作用し,全自動と半仁1動の切i)かえ

吋能で,､11l'1勅開扉時ん才†の扉が別個に開きうることを必要とし

た.｢此製のJfジノ機械の開閉力式は,片側扉にチエfジメ機械を作用さ

せ,他のJ=則如を連動楼柄によって開閉させるか,または1靡に1

f-｢のいジメ機械を悼ト11するかであり,_L記条件ほ満足できなかった

ので,ぁらたにTK--8丁惇いジメ機械が設計製作さjtた｡
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第47図 TK-8形戸ジメ機械

15･7･2 連満器およびゴム緩衝器

l二1本国有鉄道貨中川として正式採川になったRD2ノ抄ゴム緩衝諾‡

ほ■与川‾L場に担し､て鼠鼓量産さJtている｡新しいこの仲川-=易に

は,接着板打抜きプレス･矯¶三プレス,製粘膜紫打--▲式を伯iえ,

鮒J■の移動にはローラーコンベアを使用して,流れrr業によりパ当

り約1,000両分の発送を上げている｡

また大形申伺および輸出申両を目標に,ナショナ′し杜肘斡のMF

491形ゴム緩衝器の試rFを子fなったが,これは早速上越線のEF63

形電気機軌1iに採用され,37両分を口本邦す鉄道に納入した｡なお

引き続きエジプト納ディーゼル動串に採川されることになってい

る｡

連続馴汀つむ机､てほ,ナショナル祉の批奨するAPタイプ締才子

rl勅遵統治芹の･試作を行ない,各稚試験の糸-■保夫用化の見通しが得ら

れたので･上記MF491形緩衝器と組-も介わせて,エジプト納の通

勤トトげイーゼル動申に装着されることになった｡

は7･3 オイルモータおよびビタスタット

(1)オイルモータ

ー般産業機械の静油圧駆動装『け日として開発された口､1乙アキシ

ヤル･ピストン形オイルモータは,ヒタスタット使用の納量制御

弁と組み合わせ,ディーゼル車両の放熱装馴】フアンの油庁駆動

装置に応用されており,昭和38年度においては,その納入およ

び受柱台数は330台もの多数に達し,その性能が十如こ認められ

るにいたっている｡

(2)ヒタスクット

ワックスが桁融するときの体膨脹を利用したサーモスタット

で,小形軽量,動作確苦かつ耐久性にすぐれ,威力なノJを恥)Hi

せるので弁やスイッチを仙老嬢作できる｡本.拙･ま,静油圧ファン

駆動矧削]の油量制御弁あるいはエンジン冷却水制御別の水量制

御弁の感翔諒として佐川されてこおり,これら制御弁はrl立製ディ

ーゼル市内の標準部品として,河内外に多数の納入実績を持つに

いたった｡

監為

第48岡 何錐DD51

形ディーゼノL機関中

川Fl=杜制御叶

申 両 127

また,柵量制御弁ほ日本い精鉄道DD51形ディーゼノL機関小二

の慄恥て仙†■■となっている｡

(3)拓1.怯スイ､ソナ

ヒタスクットを使川して,マイクロスイ､ソチを作動させ,信1ミ.

lLり路の開閉を行なわせる構造の温ノ立スイッチを新たに開発した｡

これは,従来からの東端圧式あるいほバイメタル式のものに比

べ,梢造が田川1-であり,耐振作に似れ,特にニー､激な即賢振動を受

けるポ和昨に適Lている〔

〕舶三,11木村右鉄迫の†)D207形､DD51_一形_｢ゴよびl‾=甘げィ

ーゼノL隙爛･-rtに揺川されている∩

は7･4 車両用歯車

近咋･いノ丁)いろな稚頒の新形小耐力ミ次々にJ川幅′=て,仰.川梢

小の種菜白も多岐にわたってきた｡

まず11丁仁製rF所が小心となり,円本辿√丁がインド伺鉄より安子ーi三L

た貨物車用交流電気機関申を鋭富尊皇作中で追)るが,このうちの力之初

の1内の駆動歯申が1吉成した｡この電気機関車は17年中1う_E動機プノ

式で,先にR利村有鉄道に納人し,折凋に実動しているEF80形√｢-E

気機関巾とほぼ同じ構造であるりこれら電気機関_‾F即]駆動歯車の小

敵掛王i′一之舶ヒ入し,･l欄歯丸大剛互は高ノ朋友焼人を行ない,iキ三伏

焼人,高上『波枕入綬はいずれも研修什_卜けL.高掛如こ加1二されてい

る｡

そのほかに来年の東京オリンピックまでに羽川一新橋閃に運転手

謹のH木高架電鉄株式会社納口､■′ニー7ルウェーグ川駆動歯車も多数

;製作中である｡この歯申ほDD51,DD13形ディーーゼル機関ヰくの駆

動歯車と同様さ三成焼入したマガリ/ミ傘擬｢トで,クェンチンダブレス

の使恥こより高精度に加二1二されている｡

15･7･5 車両用送風機

11本田有鉄道新幹線電車換ム汁ロファン(0.75kW什吸込形多奨フ

アン)がふt作を終了,量産する段l掛こなった｡このフアンほ,トン

ネル通過時の中州l三ノブ変動を軌卜するため全中両に設fFモされた乍納戸

装荷を通して大災を吸入し,中州こrモ送する4,ので,今後の.ミ石速･ド

いl】∫の換ユものあF)方を示すものとして柱一はれる｡

このほかスーダン‥日石鉄道向けディーゼル機関巾ラジエータ冷却

川1,600Inm¢たて形プロペラファンをほじ〟),中仙何として数日

台のフアンがて処作納入されたが,これらはすべて,小形で峠最なこ

とが強く要求さjt,特に使用条件がきびい､ため,各淋.1には射紬:

な計巾卜の配慮と,雌軒な.冒眉管珊がなされている｡

.題.7表

第49rズJl‾･]抹DD51形ディーゼ′L機関中川

綜=珪スイッチ
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第50同 イント円錐納1号巾川

女流′竜一態様岡村.附附かF】二




